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三
九

は
じ
め
に

　

長
教
寺
（
福
岡
県
嘉
麻
市
熊
ケ
畑
）
は
山
間
部
の
集
落
に
あ
る
。

　
『
福
岡
県
地
理
全
誌
』
に
は

　
　
　

長
教
寺　
　

本
堂
。
七
間
四
面
。

本
村
長
原
ニ
ア
リ
。
万
年
山
ト
号
ス
。
真
宗
西
派
。
本
山
西
京
本
願
寺
ニ
属

シ
テ
。
中
本
山
タ
リ
。
明
応
年
中
。
開
祖
明
善
。
創
立
ス
。
寛
永
七
年
庚
午

三
月
。
寺
号
木
仏
ヲ
許
サ
ル
。
本
堂
ノ
後
ハ
。
石
壁
ナ
リ
。
巻
栢
。
躑
躅
ノ

類
ヲ
。
数
多
栽
タ
リ
。
寺
僧
時
々
澗
水
ヲ
引
キ
。
泉
瀑
ヲ
飛
シ
テ
。
興
ト
ス
。

清
幽
ノ
境
ナ
リ
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

長
教
寺
に
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
記
さ
れ
た
「
長
教
寺
来
由
之
事
」（
以

下
「
文
政
来
由
」）
お
よ
び
明
治
時
代
半
ば
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
嘉
麻
郡
熊
畑
村

長
教
寺
来
由
」（
以
下
「
明
治
来
由
」）
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
由
緒

書
に
よ
っ
て
長
教
寺
の
歴
史
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
が
、
特
に
興
味
深
い
点
を
関
連

史
資
料
に
も
触
れ
な
が
ら
概
説
し
て
み
た
い
。

一
、
豊
前
国
田
川
郡
弓
削
田
村
法
光
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て

　

長
教
寺
の
開
基
明
善
（
俗
名
平
島
七
郎
右
衛
門
）
は
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）

に
上
洛
し
、
蓮
如
上
人
の
勧
化
を
こ
う
む
っ
て
発
心
し
、
蓮
如
上
人
の
弟
子
天
然

和
尚
に
頼
ん
で
僧
と
な
っ
た
。
帰
郷
し
て
自
宅
を
道
場
と
し
、
天
然
和
尚
開
基
の

豊
前
国
田
川
郡
弓
削
田
村
法
光
寺
を
手
次
の
寺
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
文
政
来
由
」
の
前
半
の
部
分
、
上
洛
中
に
蓮
如
上
人
の
勧
化
を
こ
う
む
り
、

発
心
し
て
真
宗
に
帰
依
し
僧
と
な
る
、
そ
し
て
六
字
名
号
を
も
ら
っ
て
帰
郷
す
る

と
い
う
く
だ
り
は
、
真
宗
寺
院
の
由
緒
に
よ
く
見
ら
れ
る
話
で
あ
る
。

寺
院
由
緒
に
見
る
筑
前
真
宗
教
団
の
歴
史

　
附
、
長
教
寺
史
料
翻
刻

鷺

山

智

英

小

林

知

美

樋

口

す

み

高

松

麻

美



四
〇

　

明
善
の
場
合
、
上
洛
時
に
蓮
如
上
人
の
も
と
で
仏
門
に
帰
依
し
た
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
天
然
和
尚
に
頼
み
僧
と
な
っ
た
と
伝
え
て
お
り
、
蓮
如
上
人
よ
り
は

天
然
和
尚
と
の
関
係
が
よ
り
深
い
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
に
お
い
て

そ
の
真
偽
を
判
断
す
る
材
料
は
な
い
が
、
蓮
如
上
人
に
関
す
る
部
分
は
、
由
緒
の

一
般
的
類
型
と
し
て
の
ち
に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
上
洛
中
に
天
然
和
尚
に
頼
ん
で
僧
と
な
っ
た
と
い
う
記
述
も
、
の
ち
に

法
光
寺
が
手
次
の
寺
と
な
る
こ
と
か
ら
設
定
さ
れ
た
話
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
、
実
際
に
天
然
和
尚
に
面
授
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

天
然
和
尚
（
法
名
釋
浄
祐
）
は
蓮
如
上
人
の
弟
子
で
あ
り
、
九
州
最
古
の
真
宗

寺
院
と
い
わ
れ
る
専
想
寺
（
大
分
県
大
分
市
）
な
ど
を
開
い
た
僧
で
あ
る
。
九
州

や
中
国
地
方
に
ゆ
か
り
の
寺
院
が
多
い
。法
光
寺
も
天
然
和
尚
を
祖
と
伝
え
る
が
、

最
初
は
京
都
郡
荒
津
方
に
あ
り
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
に
田
川
郡
弓
削
田
村

に
寺
基
を
移
し
て
い
る
（
本
多
正
道
「
九
州
地
域
五
ケ
国
の
真
宗
」『
講
座
蓮
如
』

三
三
六
頁
）。

　
「
明
治
来
由
」
で
は
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
八
月
に
第
二
代
西
善
が
上
洛
し

て
実
如
上
人
よ
り
本
尊
阿
弥
陀
如
来
影
像
を
下
付
さ
れ
た
際
の
裏
書
が
「
興
正
寺

殿
門
徒
端
坊
ト
（
下
か
）筑
前
国
賀
摩
郡
隈
畑
村
西
善
」
で
あ
り
、
そ
の
後
「
旦
越
」
ま
す

ま
す
繁
盛
し
、
そ
の
時
か
ら
法
光
寺
を
手
次
の
寺
と
し
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
裏
書
は
現
存
し
な
い
が
、
昭
和
九
年
、
当
時
の
住
職
に
よ
る
法
物
調
査
時
に

は
「
大
幅
御
本
尊　

大
永
三
癸
未
年
八
月
廿
四
日　

二
世
西
善
頂
戴
」
と
記
録
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
に
第
十
三
世
諦
空
が
調
査
し
ま
と
め
た

「
長
教
寺
法
物
紀
鑑
」
に
よ
れ
ば
、こ
の
「
大
幅
御
本
尊
」
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。

ま
た
、「
文
政
来
由
」
に
も
同
様
に
関
連
す
る
記
述
が
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
「
大

幅
御
本
尊
」
が
確
か
に
下
付
さ
れ
た
と
断
定
は
で
き
な
い
。
今
後
の
調
査
研
究
に

期
待
し
た
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
こ
れ
ら
由
緒
か
ら
推
測
で
き
る
の
は
、
法
光
寺

が
弓
削
田
村
に
移
転
し
て
き
た
あ
と
に
長
教
寺
と
の
関
係
が
で
き
、
手
次
寺
と
し

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
筑
前
国
に
真
宗
の
教
線
が
ど
の
よ
う
に
伸
び
て
き
た

か
と
い
う
一
つ
の
ル
ー
ト
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
長
教
寺
は
興
正
寺
端
坊
系
の

寺
院
で
あ
る
が
、
天
然
和
尚
が
開
基
し
た
専
想
寺
を
中
心
と
し
た
端
坊
系
の
教
線

が
豊
後
国
か
ら
豊
前
国
田
川
郡
弓
削
田
村
へ
と
伸
び
て
、
さ
ら
に
山
間
部
沿
い
に

筑
前
国
嘉
麻
郡
へ
と
伸
び
て
き
た
と
い
う
ル
ー
ト
で
あ
る
。

　

長
教
寺
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
手
次
寺
の
法
光
寺
と
と
も
に
い
っ
た
ん
東
派
と

な
り
、
そ
の
後
ま
も
な
く
筑
前
国
藩
主
黒
田
長
政
の
政
策
に
よ
り
西
派
と
な
っ

た
。
そ
の
折
法
光
寺
と
の
関
係
が
な
く
な
り
、
本
願
寺
直
末
寺
院
と
な
っ
た
。
長

教
寺
の
場
合
は
由
緒
に
詳
し
く
そ
の
経
緯
が
残
さ
れ
て
お
り
、
元
の
本
末
関
係
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
例
は
少
な
い
。
筑
前
国
へ
真
宗
の
教
線
が

ど
の
よ
う
に
伸
び
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
長
政
の
政
策
以
前
の

本
末
関
係
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
を
示
す
史
料
の
発
掘
が
重
要
で
あ
る
。

二
、
法
光
寺
と
と
も
に
東
本
願
寺
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

　
「
文
政
来
由
」
に
は

慶
長
の
初
、
法
光
寺
住
持
順
斉
卒
去
の
砌
、
後
住
職
の
儀
に
付
上
寺
京
都
端



四
一

坊
不
宜
の
支
配
有
之
、
法
光
寺
後
住
少
将
大
ニ
憤
り
数
多
の
門
徒
を
引
い
て

端
坊
を
離
れ
、
西
派
を
出
て
東
本
願
寺
に
奔
る
、
此
時
当
寺
第
八
世
順
慶
は

法
光
寺
随
一
の
門
徒
に
て
、
其
恨
少
将
に
同
し
き
が
ゆ
へ
ニ
共
に
東
え
奔
り

参
る

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
長
教
寺
法
物
紀
鑑
」（
長
教
寺
蔵
）に
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

法
光
寺
順
斉
と
申
坊
主
死
去
被
仕
候
折
節
、
端
坊
殿
と
法
光
寺
後
代
少
将
と

出
入
御
座
候
て
、
法
光
寺
の
御
影
并
豊
前
・
長
門
両
国
の
門
徒
不
残
御
取
上

候
て
、
少
将
姉
聟
ニ
被
遣
、
少
将
失
面
目
、
東
門
跡
様
へ
走
り
被
参
候
、
其

砌
当
寺
儀
も
法
光
寺
手
次
故
、
端
坊
殿
御
手
ヲ
離
レ
、
東
ヘ
参
申
候

　

こ
の
二
つ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
法
光
寺
は
地
元
豊
前
を
は
じ
め
と
し
て
、
長
門

国
に
も
門
徒
を
持
つ
か
な
り
有
力
な
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
法
光

寺
は
住
職
の
死
去
に
よ
り
養
子
少
将
を
迎
え
た
が
、
養
母
と
の
間
に
問
題
が
生
じ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
内
紛
に
上
寺
で
あ
る
端
坊
が
介
入
し
て
き
た
こ
と
に

よ
り
問
題
が
拡
大
化
し
、
法
光
寺
内
部
が
養
母
お
よ
び
少
将
姉
聟
（
端
坊
）
派
と

少
将
派
に
分
裂
し
た
。
養
母
お
よ
び
少
将
姉
聟
（
端
坊
）
派
は
半
分
以
上
の
門
徒

を
引
き
連
れ
寺
院
を
別
の
場
所
（
添
田
村
）
に
構
え
西
本
願
寺
派
と
な
り
、
残
っ

た
住
職
派
は
端
坊
を
離
れ
東
本
願
寺
へ
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。

　

由
緒
等
で
は
、
法
光
寺
内
で
の
家
族
間
の
実
権
争
い
で
あ
る
か
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
。
ま
た
実
際
に
そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
慶
長
の
初
め
と
い
う
時
期
を
考
え
る
と
、
そ
の
内
紛
に
乗
じ
た
形

で
端
坊
が
介
入
し
た
理
由
は
、
当
時
の
東
西
本
願
寺
に
お
い
て
末
寺
獲
得
争
い
が

激
し
く
行
わ
れ
て
い
た
な
か
で
、
西
本
願
寺
派
へ
の
取
り
込
み
を
図
っ
た
も
の
で

あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

一
方
、
弓
削
田
法
光
寺
由
緒
に
よ
れ
ば
、
慶
長
三
（
一
五
九
八
）
年
故
あ
っ
て

寺
を
弓
削
田
村
と
添
田
村
に
分
離
、
弓
削
田
村
法
光
寺
に
教
如
上
人
よ
り
寺
号
免

許
が
下
付
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。（『
田
川
市
史
』
民
俗
篇
）。

分
離
し
た
経
緯
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
本
願
寺
の
東
西
分
立
は
慶
長
七
年
で
あ
り
、
法
光
寺
の
分
離
が
由
緒
に
あ

る
よ
う
に
慶
長
三
年
で
あ
れ
ば
、
端
坊
の
介
入
の
意
図
が
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
教
如
上
人
は
引
退
さ
せ
ら
れ
た
直
後
か
ら
「
本
願
寺
を
別

立
さ
せ
る
強
い
意
志
を
持
っ
て
」
お
り
、
家
康
に
積
極
的
に
近
づ
い
て
い
っ
た
と

い
う
指
摘
が
あ
る
（『
教
如
上
人
と
東
本
願
寺
創
立—

本
願
寺
の
東
西
分
派—

』

東
本
願
寺
教
学
研
究
所
編
）。そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
す
で
に
裏
方（
教
如
側
）

と
表
方
（
准
如
側
）
の
末
寺
獲
得
の
動
き
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
長
教
寺
は
少
将
側
に
味
方
し
、
東
本
願
寺
派
と

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

三
、
黒
田
長
政
の
政
策
に
よ
り
東
派
か
ら
西
派
へ

　
「
明
治
来
由
」
に

慶
長
九
年
、
龍
光
院
殿
御
他
界
ノ
砌
リ
、
国
中
惣
帰
参
被
仰
附
、
太
守
黒
田

長
政
ノ
命
ニ
依
テ
、
又
西
派
ト
ナ
リ
テ
法
光
寺
ノ
手
ヲ
離
ル

と
あ
る
。



四
二

　

龍
光
院
殿
と
は
筑
前
国
初
代
藩
主
黒
田
長
政
の
父
黒
田
如
水
（
官
兵
衛
・
孝
高
）

の
こ
と
で
あ
る
。
慶
長
九
年
（
一
六
〇
五
）
三
月
に
如
水
が
逝
去
し
た
後
、
筑
前

国
の
崇
福
寺
に
お
い
て
葬
儀
を
営
ん
だ
際
、
長
政
は
真
宗
東
派
の
寺
院
に
は
諷
経

お
よ
び
焼
香
さ
せ
な
い
と
し
た
。
つ
ま
り
「
国
中
惣
帰
参
」
と
い
う
の
は
領
国
内

の
真
宗
寺
院
は
す
べ
て
西
派
と
す
る
と
い
う
長
政
の
政
策
で
あ
っ
た
。

　

本
願
寺
が
東
西
に
分
立
（
慶
長
七
年
）
し
た
後
、
筑
前
国
の
す
べ
て
の
真
宗
寺

院
は
東
派
に
属
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
た
と
え
ば
浄
円
寺
（
嘉
麻
郡
椎
木
）

の
よ
う
に
、「
天
正
の
頃
東
本
願
寺
開
基
教
如
上
人
、
当
寺
に
御
泊
座
し
給
へ
り
。

饗
待
具
さ
に
至
る
を
以
て
木
仏
尊
像
を
賜
は
り
ぬ
。
斯
の
因
縁
に
依
て
東
本
願
寺

の
末
流
に
属
す
」（
仮
題
「
嘉
麻
郡
真
宗
寺
院
史
」
善
照
寺
所
蔵
）
と
い
う
よ
う
に
、

九
州
へ
教
如
上
人
が
下
向
し
た
折
に
地
元
の
僧
侶
や
門
徒
と
親
し
く
交
流
し
、
法

名
や
名
号
を
与
え
た
り
し
た
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

長
教
寺
は
西
派
へ
帰
参
し
た
褒
美
と
し
て
准
如
上
人
真
筆
ノ
十
字
名
号
を
拝
領

し
た
と
し
て
い
る
（
現
存
し
な
い
）。
他
の
嘉
麻
郡
寺
院
で
は
椎
木
の
浄
円
寺
・

西
郷
の
善
照
寺
・
有
安
の
光
厳
寺
が
同
様
に
帰
参
し
て
い
る
。
善
照
寺
に
は
褒
美

と
し
て
下
付
さ
れ
た
顕
如
上
人
の
御
影
が
現
存
し
て
い
る
。
裏
書
に
は
「
慶
長
九

年
七
月
二
十
日
」
の
日
付
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
国
中
惣
帰
参
」
は
慶
長
九
年
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
す
べ
て
の
寺
院
が
帰
参
す
る
ま
で
に
は
あ
る
程
度
の
時

期
的
な
幅
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
帰
参
時
期
に
つ
い
て
は
、
岡
村
喜
史
氏
は
准
如
上
人
か
ら
黒
田
長
政
に
宛

て
て
だ
さ
れ
た
書
状
を
分
析
し
て
、
慶
長
十
二
年
で
あ
る
と
し
て
い
る
（「
九
州

北
部
に
お
け
る
真
宗
の
伝
播
と
展
開
」『
九
州
真
宗
の
源
流
と
水
脈
』）。

（
詳
し
く
は
拙
論
「
筑
前
真
宗
教
団
の
展
開
過
程
」・
筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大

学
部
人
間
文
化
研
究
所
叢
書
『
九
州
真
宗
の
源
流
と
水
脈
』
二
〇
一
四
）

五
、
長
教
寺
第
十
四
世
西
舟
が

捨
子
教
誡
を
し
て
藩
か
ら
褒
美
を
も
ら
っ
た
件

　
「
文
政
来
由
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

延
享
二
年
銀
子
拝
領
の
節
御
書
附
の
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
麻
郡
熊
畑
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
教
寺

連
々
法
義
相
守
百
性
（
マ
マ
）中
え
も
非
法
之
勧
も
不
仕
、
貧
賤
之
も
の
ニ
ハ
捨
子

不
仕
た
め
米
銭
を
施
与
来
候
段
、
此
節
帆
牛
僧
よ
り
申
出
相
達
候
、
僧
侶
不

珍
儀
な
か
ら
寄
特
の
儀
被
思
召
上
候
、
依
之
白
銀
一
枚
被
下
候
、
此
已
後
盆

彼
岸
の
外
ニ
も
寺
ニ
て
の
説
法
勝
手
次
第
ニ
仕
、
百
性
共
風
俗
の
儀
筋
宜
相

成
候
様
ニ
教
化
可
仕
候
事

　
　

延
享
二
年

　
「
帆
牛
僧
」
と
は
糟
屋
郡
禅
宗
（
曹
洞
宗
）
梅
岳
寺
の
僧
で
あ
る
。
延
享
元

（
一
七
四
四
）
年
か
ら
藩
の
許
し
を
得
て
捨
て
子
教
誡
の
た
め
筑
前
領
内
を
巡
回

し
て
い
る
。

　

巡
回
を
し
て
い
る
中
で
最
初
は
真
宗
の
僧
や
門
徒
と
の
関
係
も
良
好
で
あ
っ

た
。
そ
の
一
つ
の
事
例
が
長
教
寺
西
舟
が
帆
牛
の
推
挙
で
褒
美
を
も
ら
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
糟
屋
郡
久
原
村
安
楽
寺
住
職
が
同
様
に
帆
牛
か
ら
の

推
挙
に
よ
り
藩
か
ら
銀
子
一
枚
を
褒
美
と
し
て
拝
領
し
て
い
る
。
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と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
何
か
真
宗
と
の
間
に
問
題
が
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
、
帆
牛

は
「
真
宗
ノ
僧
徒
宗
旨
ニ
偏
寄
、
教
化
不
宜
ニ
付
門
徒
之
風
俗
不
宜
候
」（
長
教

寺
文
書
「
宗
難
願
書
并
御
門
徒
由
緒
」）
と
批
判
し
、
藩
へ
訴
え
る
と
い
う
状
況

に
発
展
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
延
享
二
年
に
は
鞍
手
郡
・
遠
賀
郡
・
穂
波
郡
・
嘉

麻
郡
内
の
真
宗
門
徒
約
千
人
が
藩
か
ら
改
宗
を
命
じ
ら
れ
る
と
い
う
事
態
と
な
っ

た
。こ
の
改
宗
命
令
を
不
服
と
す
る
真
宗
僧
侶
や
門
徒
の
動
き
が
全
藩
に
広
が
り
、

さ
ら
に
他
藩
の
真
宗
僧
侶
や
門
徒
が
役
所
に
押
し
掛
け
る
と
い
う
抗
議
行
動
を
起

こ
し
た
た
め
、
日
田
（
幕
府
領
）
の
代
官
が
福
岡
へ
出
向
い
て
そ
の
裁
断
を
す
る

と
い
う
騒
動
に
発
展
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
藩
は
一
連
の
騒
動
の
原
因
は
帆
牛
に
あ
っ
た
と
し
、彼
を
遠
島
処
分（
実

際
に
は
追
放
処
分
）
に
し
た
。
こ
の
こ
と
で
騒
動
は
鎮
静
化
し
て
い
っ
た
。

（
詳
し
く
は
拙
論
「
筑
前
に
お
け
る
禅
僧
の
捨
て
子
教
戒
と
真
宗
門
徒
―
延
享
二

年
の
真
宗
門
徒
改
宗
を
め
ぐ
っ
て
―
」兵
庫
大
学
附
属
研
究
所『
研
究
所
報
』（
５
）、

２
０
０
１
・
３
）

　

と
こ
ろ
で
、
長
教
寺
の
本
堂
の
欄
間
に
は
二
十
四
孝
を
題
材
と
し
た
彫
刻
が
二

か
所
に
は
め
込
ま
れ
て
い
る
［
孝
子
図
欄
間
細
工
（
董
永
・
郭
巨
）、
一
三
頁
に
作

品
紹
介
］。
そ
の
題
材
は
そ
れ
ぞ
れ
董
永
と
郭
巨
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
こ
と

か
ら
、
西
舟
が
貧
し
い
村
人
に
捨
て
子
を
し
な
い
よ
う
に
米
銭
を
施
し
与
え
た
こ

と
に
よ
り
褒
美
を
も
ら
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
『
二
十
四
孝
』
の
董
永
に
つ
い
て
は
、「
董
永
は
、
幼
い
う
ち
に
母

に
別
れ
て
か
ら
と
い
う
も
の
は
、
家
が
貧
し
く
て
、
い
つ
も
人
に
雇
わ
れ
、
農
作

を
し
、
賃
金
を
と
っ
て
、
日
を
送
っ
て
い
た
。
父
は
と
い
う
と
、
足
も
立
た
な
い

の
で
、
董
永
は
小
さ
な
車
を
作
り
、
父
を
乗
せ
て
、
田
の
畔
に
置
い
て
世
話
し
て

い
た
。
あ
る
時
に
、
父
に
死
に
別
れ
、
葬
式
を
用
意
し
た
い
と
存
じ
な
が
ら
も
、

も
と
も
と
貧
し
い
の
で
、
そ
れ
も
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
銭
十
貫
で
自
分
の
身
を

売
り
、
葬
式
を
と
り
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の
銭
の
貸
し
主
の
も
と
へ

行
っ
た
と
こ
ろ
が
、
途
中
で
、
一
人
の
美
女
に
逢
っ
た
。
そ
の
董
永
の
妻
に
な
り

ま
し
ょ
う
と
い
う
の
で
、
い
っ
し
ょ
に
戻
っ
て
、
一
か
月
の
う
ち
に
縑
の
絹
三
百

疋
を
織
っ
て
、
貸
主
の
も
と
へ
返
し
た
の
で
、
貸
し
主
も
、
こ
れ
に
感
心
し
て
、

董
永
の
身
を
許
し
た
。
そ
の
の
ち
に
、
妻
は
、
董
永
に
向
か
っ
て
、『
私
は
、
天

上
の
織
女
で
す
が
、
天
が
あ
な
た
の
孝
行
に
心
を
動
か
さ
れ
て
、
私
を
下
し
て
、

借
金
を
返
済
さ
せ
た
の
で
す
』と
い
っ
て
、天
上
へ
上
る
の
だ
っ
た
。」と
あ
る（
日

本
古
典
文
学
大
系
『
御
伽
草
子
集
』
三
一
一
頁
）。

　

ま
た
、
郭
巨
に
つ
い
て
は
、「
郭
巨
は
、（
中
略
）
家
は
貧
し
い
が
、
母
を
養
っ

て
い
た
。
妻
は
一
人
の
子
を
産
ん
で
、
そ
の
子
は
三
歳
に
な
っ
た
。
郭
巨
の
老
母

は
、
そ
の
孫
を
か
わ
い
が
り
、
自
分
の
食
事
を
分
け
与
え
た
。
あ
る
時
に
、
郭
巨

が
妻
に
語
っ
て
、『
貧
し
い
の
で
、
母
の
食
事
さ
え
、
心
の
中
で
足
り
な
い
と
思
っ

た
の
に
、
そ
の
一
部
を
分
け
て
、
孫
に
下
さ
る
の
で
は
、
少
な
い
に
ち
が
い
な
い
。

こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
自
分
の
子
が
い
た
た
め
で
あ
る
。
結
局
、
お
ま
え
と
夫
婦
で

い
る
な
ら
ば
、
子
は
重
ね
て
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
母
は
重
ね
て
生
ま
れ
る
は

ず
は
な
い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
こ
の
子
を
埋
め
て
、
母
を
十
分
養
い
た
い
も
の

だ
』
と
夫
が
言
っ
た
の
で
、
妻
も
、
や
は
り
悲
し
く
思
う
が
、
夫
の
言
に
そ
む
か

な
い
で
、
そ
の
三
歳
の
子
を
引
き
連
れ
て
、
埋
め
に
行
く
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
時

に
、
郭
巨
は
、
涙
を
押
え
て
、
少
し
掘
っ
た
と
こ
ろ
が
、
黄
金
の
釜
を
掘
り
出
し

た
。
そ
の
釜
に
、
不
思
議
な
文
字
が
書
い
て
あ
っ
た
。
そ
の
文
に
は
、『
天
孝
子

郭
巨
に
賜
ふ
、
奪
ふ
こ
と
を
得
ず
、
民
取
る
得
ず
』
と
あ
る
。
こ
の
意
味
は
、
天
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か
ら
郭
巨
に
下
さ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ほ
か
の
人
は
取
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
釜
を
手
に
し
て
喜
び
、
子
を
も
埋
め
ず
、
と
も
に

帰
り
、
母
に
い
よ
い
よ
孝
行
を
尽
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」
と
あ
る
（
同
前
、

三
一
五
頁
）。

四
、
長
教
寺
第
十
六
世
南
江
が
遠
島
に
処
せ
ら
れ
た
件

　
「
明
治
来
由
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

文
化
四
年
丁
卯
ノ
年
七
月
廿
二
日
、
南
江
・
済
成
兄
弟
宗
意
〈
安
心
不
用
意

ノ
〉
議
ニ
付
、
流
罪
ト
ナ
ル
、
同
九
月
十
九
日
、
明
光
寺
寛
仲
、
浄
満
寺
、

流
罪
、
六
年
目
壬
申
年
大
島
ヨ
リ
帰
島
、
二
人
ハ
押
込
、
三
人
ハ
流
罪
ト
ナ

ル
、
其
寺
長
教
寺
、
仙
林
寺
、〈
上
座
郡
〉
西
宗
寺
、〈
同
〉
長
念
寺
、〈
同
〉

浄
満
寺
ノ
五
ヶ
寺
ナ
リ

　

南
江
ら
の
流
罪
の
理
由
は
「
安
心
不
用
意
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
浄

土
真
宗
に
お
け
る
最
大
の
法
論
で
あ
っ
た
三
業
惑
乱
に
関
係
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

三
業
惑
乱
は
第
七
代
能
化
智
洞
の
説
が
三
業
帰
命
に
あ
た
り
安
心
異
議
の
疑
い

が
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
宗
門
内
で
混
迷
を
深
め
、
つ
い
に
は
幕
府
に

よ
る
裁
定
に
ま
で
発
展
し
、
そ
の
結
果
本
願
寺
は
百
日
間
の
閉
門
に
処
せ
ら
れ
た
。

　

筑
前
で
の
長
教
寺
南
江
ら
の
処
分
の
経
緯
に
つ
い
て
は
『
筑
前
国
諸
記
』（
星

野
元
貞
・
本
願
寺
史
料
集
成
）
に
も
記
事
が
あ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

長
教
寺
に
は
こ
の
こ
と
に
関
す
る
古
文
書
が
数
点
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
読

む
と
純
粋
な
安
心
に
つ
い
て
の
問
題
で
は
な
く
、
筑
前
藩
内
の
僧
侶
間
の
、
ど
ろ

ど
ろ
と
し
た
人
間
関
係
な
ど
が
複
雑
に
絡
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

　

南
江
は
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
禁
足
と
さ
れ
、文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）

に
許
さ
れ
る
ま
で
実
に
二
十
年
間
に
わ
た
る
服
役
の
生
活
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
翌

年
享
年
七
十
歳
で
そ
の
生
涯
を
終
え
て
い
る
（「
長
教
寺
略
系
」）

（
詳
し
く
は
拙
論
「
筑
前
に
お
け
る
三
業
惑
乱
に
つ
い
て
―
嘉
麻
郡
長
教
寺
文
書

を
中
心
に
―
」
兵
庫
大
学
附
属
研
究
所
『
研
究
所
報
』（
７
）、
２
０
０
３
・
３
）

（
付
記
）
本
論
は
鷺
山
智
英
が
担
当
し
、
本
論
文
の
末
尾
に
附
し
た
長
教
寺
・
仙

林
寺
の
系
図
は
樋
口
す
み
氏
が
作
成
し
た
。
長
教
寺
史
料
の
解
読
、
翻
刻
、
整
理

に
つ
い
て
は
「
真
宗
史
料
講
読
会
」
に
お
い
て
取
り
組
ん
だ
。
会
員
は
小
林
知
美
、

小
林
久
泰
、
川
尻
洋
平
、
樋
口
す
み
、
高
松
麻
美
、
鷺
山
で
あ
る
。

　

対
象
と
し
た
史
料
は
、
長
教
寺
所
蔵
文
書
の
中
の
『
文
化
三
年
公
儀
江
書
上
控

長
教
寺
来
由
の
事　

并
寄
附
簿
（
本
文
中
で
は
「
長
教
寺
来
由
之
事
（
文
政
来

由
）」）』
と
『
嘉
麻
郡
熊
畑
村
長
教
寺
来
由
（
本
文
中
で
は
「
明
治
来
由
」）』
で
あ 

る
。

　

な
お
、
長
教
寺
所
蔵
文
書
も
含
む
作
品
デ
ー
タ
は
、『
西
国
浄
土
真
宗
文
化
財

調
査
研
究
報
告
書
（
三
）』（
二
〇
一
三
年
、
筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部
発

行
）
に
掲
載
し
て
い
る
。

　

翻
刻
に
つ
い
て
は
旧
字
、
異
体
字
に
つ
い
て
は
常
用
漢
字
や
か
な
に
改
め
た
。

改
行
に
つ
い
て
は
原
本
通
り
と
し
、
書
き
下
し
分
と
対
照
し
や
す
い
よ
う
に
上
下

に
配
置
し
た
。

（
以
上
、
鷺
山
）
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以
下
史
料
翻
刻

文
化
三
年
公
儀
江
書
上
控　

長
教
寺
来
由
の
事　

并
寄
附
簿（
本
文
）

（
表
紙
）

「　

文
化
三
年
公
儀
江
書
上
控

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
旋

　
　

長
教
寺
来
由
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　

明
應
年
中
已
来

　
　
　
　

并
に

　
　
　
　
　

寄
付
簿　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
教
寺

文
政
三
年
三　

指
出
候
控

　

青
柳
勝
次
殿
風
土
為
再
々
調
子
国
中
相
廻
ニ
付

　

触
頭
よ
り
国
中
合
冊
ニ
し
て
寺
社
役
所
へ
被
指
出

　

西
本
願
寺
直
参

　
　

嘉
麻
郡
熊
畑
村
長
教
寺
来
由
之
事

一
当
寺
開
基
ハ
往
古
平
島
七
郎
右
衛
門
入
道
明
善
也
相
伝
曰

平
嶋
七
郎
右
衛
門
其
先
は
肥
前
国
平
嶋
の
産
也

神
功
皇
后
古
処
山
之
熊
襲
御
征
伐
の
節
肥
前
平
島

文
化
三
年
公
儀
江
書
上
控　

長
教
寺
来
由
の
事　

并
寄
附
簿（
書
き
下
し
）

（
表
紙
）

文
化
三
年
公
儀
へ
書
き
上
げ
控

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
旋

長
教
寺
来
由
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　

明
應
年
中
已
来

な
ら
び
に

　
　
　
　
　

寄
付
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
教
寺

文
政
三
年
三
（
月
脱
か
）
指
し
出
し
候
控

青
柳
勝
次
殿
、
風
土
（
記
脱
か
）
再
々
調
子
た
め
、
国
中
相
廻
に
つ
き
、
触
頭

よ
り
国
中
合
冊
に
し
て
寺
社
役
所
へ
指
し
出
さ
る

　

西
本
願
寺
直
参

　
　

嘉
麻
郡
熊
畑
村
長
教
寺
来
由
の
事

一
当
寺
開
基
は
、
往
古
、
平
島
七
郎
右
衛
門
入
道
明
善
な
り
。
相
伝
曰
く
、

平
嶋
七
郎
右
衛
門
、
そ
の
先
は
肥
前
国
平
嶋
の
産
な
り
。



四
六

よ
り
剛
強
之
も
の
召
連
た
ま
い
御
退
治
ま
し

ま
せ
し
時
熊
襲
従
類
ニ
熊
鷲
と
い
へ
る
者

と
も
に
王
化
ニ
服
し
当
村
ニ
蟄
居
し
け
る
に

尚
熊
鷲
押
へ
と
し
て
召
連
給
ひ
し
平
嶋
の

も
の
を
爰
に
止
メ
置
た
ま
い
し
と
な
り
時
の
人

熊
鷲
が
一
旦
王
命
ニ
背
し
を
憎
ミ
貶
し
め
て

く
ま
〳
〵
と
呼
た
り
此
熊
鷲
勇
猛
の
者
に
て

此
山
中
に
追
〃
畠
を
堀
闢
け
れ
は
人
呼
て
熊
が

畑
〳
〵
と
い
へ
り
し
よ
り
所
の
名
に
呼
け
る
と

な
ん
平
嶋
よ
り
止
り
し
も
の
も
子
孫
相
続

し
て
あ
り
し
と
な
り
其
後
胤
に
生
れ
し

七
郎
右
衛
門
也
此
処
に
古
よ
り
平
嶋
を
性
（
マ
マ
）と

云
も
の

今
四
五
軒
是
あ
り
熊
鷲
此
處
ニ
て
終
り
け
る

を
葬
り
て
板
山
殿
と
申
ハ
熊
鷲
之
墓
な
り
と

申
伝
ふ
此
墓
と
申
事
ハ
先
年
加
藤
廬
山
殿
風
土
御
調
子

の
節
村
役
人
よ
り
書
上
置
候
当
寺
本
尊
寺
号
等
の

儀
は
先
年
書
附
差
出
置
候
へ
は
其
写
を
後
に
書
附
候

一
延
享
二
年
乙
丑
七
月
当
寺
十
四
世
西
舟
達

御
聴
事
有
之
白
銀
壱
枚
拝
領
仕
候
其
節
御
書
附
頂
戴

仕
候
其
写
後
ニ
書
附
候

一
寛
政
五
癸
丑
年
先
住
南
江
代
丹
家
錦
小
路
修
理
大
夫

神
功
皇
后
、
古
処
山
の
熊
襲
御
征
伐
の
節
、
肥
前
平
島
よ
り

剛
強
の
も
の
召
し
連
れ
た
ま
い
御
退
治
ま
し
ま
せ
し
時
、

熊
襲
従
類
に
熊
鷲
と
い
へ
る
者
、

と
も
に
王
化
に
服
し
、
当
村
に
蟄
居
し
け
る
に
、

な
お
熊
鷲
押
さ
え
と
し
て
、
召
し
連
れ
た
ま
い
し
平
嶋
の
も
の
を
、

こ
こ
に
止
め
置
き
た
ま
い
し
と
な
り
。
時
の
人
、

熊
鷲
が
一
旦
王
命
に
背
し
を
憎
み
貶
し
め
て
、

く
ま
く
ま
と
呼
た
り
。
こ
の
熊
鷲
勇
猛
の
者
に
て
、

こ
の
山
中
に
追
々
、
畠
を
堀
闢
け
れ
ば
人
呼
て
、

熊
が
畑
熊
が
畑
と
い
へ
り
し
よ
り
所
の
名
に
呼
け
る
と
な
ん
、

平
嶋
よ
り
止
り
し
も
の
も
、
子
孫
相
続

し
て
あ
り
し
と
な
り
。
そ
の
後
胤
に
生
れ
し

七
郎
右
衛
門
な
り
。
こ
の
と
こ
ろ
に
古
よ
り
平
嶋
を
性
（
マ
マ
）と
云
も
の
、

今
四
五
軒
こ
れ
あ
り
。
熊
鷲
こ
の
と
こ
ろ
に
て
終
り
け
る
を

葬
り
て
、
板
山
殿
と
申
す
は
、
熊
鷲
の
墓
な
り
と

申
し
伝
ふ
。
こ
の
墓
と
申
す
こ
と
は
、
先
年
加
藤
廬
山
殿
、
風
土
御
調
子

の
節
、
村
役
人
よ
り
書
き
上
げ
置
き
候
。
当
寺
本
尊
寺
号
等
の

儀
は
、
先
年
書
き
つ
け
差
し
出
し
置
き
候
へ
ば
、
そ
の
写
し
を
後
に
書
き
つ
け

候
。

一
延
享
二
年
乙
丑
七
月
、
当
寺
十
四
世
西
舟
、

御
み
み
に
達
す
る
こ
と
こ
れ
あ
り
。
白
銀
壱
枚
拝
領
仕
り
候
。
そ
の
節
、
御
書

き
つ
け
頂
戴

仕
り
候
そ
の
写
し
、
の
ち
に
書
き
つ
け
候
。



四
七

頼
尚
卿
よ
り
当
寺
十
三
世
諦
空
ニ
因
縁
有
之
筋
に
て

同
家
先
代
の
御
位
牌
并
阿
弥
陀
如
来
の
画
像
一
幅

御
預
被
成
候
其
節
同
家
猶
子
ニ
被
仰
付
候
間
其
趣
御
窺

申
上
候
処
猶
子
之
儀
は
類
例
無
之
ニ
付
御
聞
通
無
之
段

尤
位
牌
等
之
儀
は
可
為
勝
手
次
第
旨
御
奉
行
よ
り
被
仰
候

趣
ニ
付
其
通
り
ニ
仕
候
此
外
何
た
る
別
条
も
無
御
座
候

元
文
三
年
并
加
藤
廬
山
殿
御
調
子
の
節
指
出
候
書
附
写

　

嘉
麻
郡
熊
畑
村
長
教
寺
来
由
の
事

一
長
教
寺
ハ
往
古
平
嶋
七
郎
右
衛
門
と
申
者
当
処
住
居
の

農
民
に
て
芸
耕
の
業
を
常
と
す
と
い
へ
と
も
聊

菩
提
を
求
る
の
志
も
御
座
候
に
や
明
応
年
中

上
洛
し
て
蓮
如
上
人
の
御
勧
化
を
蒙
り
歓
喜

の
餘
り
蓮
如
上
人
の
真
弟
天
然
和
尚
に
謁
し

入
道
し
て
明
善
と
号
し
蓮
如
上
人
真
筆
の

六
字
名
号
を
頂
戴
し
て
下
向
〔
天
然
和
尚
ハ
天
台
の
碩
学
中
国
の
人
に
て

晩
に
蓮
如
上
人
の
弟
子
と
な
る
豊
前
国
田
河
郡
弓
削
田
村
法
光
寺
の
開
基
〕
此

時
信
仰
の
族

多
く
門
徒
数
輩
に
及
申
候
従
是
第
二
世
西
善

数
多
の
檀
徒
を
領
す
る
が
ゆ
へ
に
豊
前
田
河
郡
弓

削
田
村
法
光
寺
住
持
を
師
範
と
し
て
真
宗

安
心
の
奥
義
を
究
め
門
徒
を
勧
化
す
る
の
道
を

一
寛
政
五
癸
丑
年
、
先
住
南
江
代
、
丹
家
錦
小
路
修
理
大
夫

頼
尚
卿
よ
り
、
当
寺
十
三
世
諦
空
に
因
縁
こ
れ
あ
る
筋
に
て
、

同
家
先
代
の
御
位
牌
、
な
ら
び
に
阿
弥
陀
如
来
の
画
像
一
幅
、

御
預
け
な
ら
れ
候
。
そ
の
節
、
同
家
猶
子
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
候
あ
い
だ
、
そ
の

趣
、
御
窺
い

申
し
上
げ
候
と
こ
ろ
、
猶
子
の
儀
は
、
類
例
こ
れ
な
き
に
つ
き
、
御
聞
き
通
り

こ
れ
な
き
段
、

も
っ
と
も
位
牌
等
の
儀
は
、
勝
手
た
る
べ
き
次
第
旨
、
御
奉
行
よ
り
仰
せ
ら
れ

候趣
に
つ
き
、
そ
の
通
り
に
仕
り
候
。
こ
の
ほ
か
、
何
た
る
別
条
も
ご
ざ
な
く
候
。

元
文
三
年
な
ら
び
に
加
藤
廬
山
殿
御
調
子
の
節
、
指
し
出
し
候
書
き
つ
け
写
し

　

嘉
麻
郡
熊
畑
村
長
教
寺
来
由
の
事

一
長
教
寺
は
、
往
古
平
嶋
七
郎
右
衛
門
と
申
す
者
、
当
処
住
居
の

農
民
に
て
芸
耕
の
業
を
常
と
す
と
い
え
ど
も
、
い
さ
さ
か

菩
提
を
求
む
る
の
志
も
ご
ざ
候
に
や
、
明
応
年
中

上
洛
し
て
、
蓮
如
上
人
の
御
勧
化
を
蒙
り
、
歓
喜
の

あ
ま
り
蓮
如
上
人
の
真
弟
天
然
和
尚
に
謁
し

入
道
し
て
明
善
と
号
し
、
蓮
如
上
人
真
筆
の

六
字
名
号
を
頂
戴
し
て
下
向
（
天
然
和
尚
は
天
台
の
碩
学
。
中
国
の
人
に
て
、

晩
に
蓮
如
上
人
の
弟
子
と
な
る
。
豊
前
国
田
河
郡
弓
削
田
村
法
光
寺
の
開
基
）

こ
の
時
、
信
仰
の
族



四
八

習
ふ
是
ヲ
以
弓
削
田
法
光
寺
を
代
々
手
次
の
坊
主

と
定
め
大
永
三
年
癸
未
八
月
下
旬
ニ
西
善
上
洛
し
て

山
科
本
願
寺
之
時
本
尊
の
影
像
願
上
即
実
如
上
人

真
筆
の
御
判
頂
戴
し
て
下
向
此
時
に
至
り
て
旦
越

弥
繁
昌
し
法
義
益
盛
ん
に
罷
成
申
候
夫
よ
り

七
十
余
年
の
後
迄
弓
削
田
村
法
光
寺
手
次
た
り

然
ル
に
慶
長
の
初
法
光
寺
住
持
順
斉
卒
去
の

砌
後
住
職
の
儀
に
付
上
寺
京
都
端
坊
不
宜
の

支
配
有
之
法
光
寺
後
住
少
将
大
ニ
憤
り
数
多
の

門
徒
を
引
い
て
端
坊
を
離
れ
西
派
を
出
て
東

本
願
寺
に
奔
る
此
時
当
寺
第
八
世
順
慶
は

法
光
寺
随
一
の
門
徒
に
て
其
恨
少
将
に
同
し
き

が
ゆ
へ
ニ
共
に
東
え
奔
り
参
る
而
後
幾
程
な
く
し
て

慶
長
九
年

龍
光
院
殿
御
他
界
の
砌
御
国
中
惣
帰
参
被

仰
付
候
間
其
節
弓
削
田
村
法
光
寺
手
次
を
離
れ

東
を
出
て
西
に
帰
り
本
願
寺
え
直
参
此
時

褒
美
と
し
て
十
字
名
号
を
唯
如
上
人
よ
り
拝
領

仕
候
夫
よ
り
三
十
年
を
歴
て
寛
永
七
年
庚
午

三
月
上
旬
ニ
第
九
世
明
順
に
長
教
寺
と
申
寺
号

并
本
尊
木
仏
の
赦
免
准
如
上
人
真
筆
之
御
判

申
請
同
十
七
年
に
十
世
慶
祐
七
高
僧
并
皇
太
子

の
影
像
願
上
早
速
免
許
を
蒙
る
の
処
に

多
く
、
門
徒
数
輩
に
及
び
申
し
候
。
こ
れ
よ
り
、
第
二
世
西
善
、

数
多
の
檀
徒
を
領
す
る
が
ゆ
え
に
、
豊
前
田
河
郡
弓

削
田
村
法
光
寺
住
持
を
師
範
と
し
て
、
真
宗

安
心
の
奥
義
を
究
め
、
門
徒
を
勧
化
す
る
の
道
を

習
う
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
弓
削
田
法
光
寺
を
代
々
手
次
の
坊
主

と
定
め
、
大
永
三
年
癸
未
八
月
下
旬
に
西
善
上
洛
し
て
、

山
科
本
願
寺
の
時
、
本
尊
の
影
像
願
い
上
げ
、
即
、
実
如
上
人

真
筆
の
御
判
頂
戴
し
て
下
向
。
こ
の
時
に
至
り
て
、
旦
越

い
よ
い
よ
繁
昌
し
、
法
義
ま
す
ま
す
盛
ん
に
罷
り
な
り
申
し
候
。
そ
れ
よ
り
、

七
十
余
年
の
の
ち
ま
で
弓
削
田
村
法
光
寺
手
次
た
り
。

し
か
る
に
、
慶
長
の
初
め
、
法
光
寺
住
持
、
順
齋
卒
去
の

み
ぎ
り
後
住
職
の
儀
に
付
き
、
上
寺
京
都
端
坊
、
宜
し
か
ら
ざ
る
の

支
配
こ
れ
あ
り
。
法
光
寺
後
住
少
将
お
お
い
に
憤
り
、
数
多
の

門
徒
を
引
い
て
端
坊
を
離
れ
、
西
派
を
出
て
東

本
願
寺
に
奔
る
。
こ
の
時
、
当
寺
第
八
世
順
慶
は
、

法
光
寺
随
一
の
門
徒
に
て
、
そ
の
恨
み
、
少
将
に
同
じ
き

が
ゆ
え
に
、
共
に
東
へ
奔
り
参
る
。
し
か
る
の
ち
、
幾
程
な
く
し
て
、

慶
長
九
年

龍
光
院
殿
御
他
界
の
み
ぎ
り
、
御
国
中
す
べ
て
帰
参

仰
せ
つ
け
ら
れ
候
あ
い
だ
、
そ
の
節
、
弓
削
田
村
法
光
寺
手
次
を
離
れ
、

東
を
出
て
西
に
帰
り
、
本
願
寺
へ
直
参
。
こ
の
時
、

褒
美
と
し
て
十
字
名
号
を
唯
如
上
人
よ
り
拝
領

仕
り
候
。
そ
れ
よ
り
三
十
年
を
へ
て
、
寛
永
七
年
庚
年



四
九

端
坊
よ
り
往
昔
弓
削
田
法
光
寺
手
次
た
る
ヲ
以

猥
に
本
末
の
異
儀
本
山
え
被
申
支
依
之
右
の

影
像
懸
留
ら
れ
従
是
端
坊
と
本
末
異
論
に

及
空
ク
十
三
ヶ
年
の
歳
箱
（
霜
か
）を
送
り
申
候
雖
然
と

慶
長
の
初
端
坊
を
離
れ
東
派
に
成
其
後

興
雲
院
殿
の
厳
令
を
蒙
り
帰
参
し
直
参

仕
た
る
事
顕
然
た
る
ニ
依
て
終
ニ
承
応
元
年
の

冬
於
本
山
理
非
判
断
相
済
直
参
無
紛
に
依
て

右
数
年
懸
留
ら
れ
た
る
影
像
を
坊
官
下
間
大
進

法
眼
同
宮
内
卿
法
眼
よ
り
相
渡
し
被
申
候
其
後

十
一
世
西
玄
寛
文
元
年
の
頃
よ
り
同
七
年
未
の
年

迄
ニ
祖
師
乃
影
像
并
官
職
等
申
請
十
二
世
西
周

元
禄
十
年
に
祖
師
の
絵
伝
申
請
并
鐘
（
楼
脱
ヵ
）
建
立

十
三
世
諦
空
一
切
経
請
入
仕
寺
院
増
暉
仕
候

拙
僧
迄
十
四
代
惣
て
開
基
已
来
弐
百
四
十
壱
年
ニ
相
成

申
候
已
上

　

元
文
三
年

　
　
　
　

戊
午
二
月

　
　

長
教
寺
末
寺
同
郡
本
谷
村
仙
林
寺

寛
永
年
中
開
基
祐
念

　
　
　
　

長
教
寺
十
世
慶
祐
弟
子

三
月
上
旬
に
、
第
九
世
明
順
に
長
教
寺
と
申
す
寺
号

な
ら
び
に
本
尊
木
佛
の
赦
免
、
准
如
上
人
真
筆
の
御
判

申
し
請
け
、
同
十
七
年
に
十
世
慶
祐
七
高
僧
な
ら
び
に
皇
太
子

の
影
像
願
い
上
げ
、
早
速
免
許
を
蒙
る
。
こ
の
と
こ
ろ
に

端
坊
よ
り
、
往
昔
弓
削
田
法
光
寺
手
次
た
る
を
も
っ
て

猥
に
、
本
末
の
異
儀
、
本
山
へ
申
し
支
え
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
右
の

影
像
懸
け
留
ら
れ
、
こ
れ
よ
り
端
坊
と
本
末
異
論
に

及
び
む
な
し
く
十
三
ヶ
年
の
歳
霜
を
送
り
申
し
候
。
し
か
る
と
い
え
ど
も
、

慶
長
の
初
め
、
端
坊
を
離
れ
東
派
に
な
る
。
そ
の
後
、

興
雲
院
殿
の
厳
令
を
蒙
り
帰
参
し
直
参

仕
り
た
る
こ
と
顕
然
た
る
に
よ
り
て
、
つ
い
に
承
応
元
年
の

冬
、
本
山
に
お
い
て
理
非
判
断
あ
い
済
み
直
参
紛
れ
な
き
に
よ
り
て
、

右
数
年
懸
留
ら
れ
た
る
影
像
を
、
坊
官
下
間
大
進

法
眼
同
宮
内
卿
法
眼
よ
り
相
渡
し
申
さ
れ
候
。
そ
の
後
、

十
一
世
西
玄
、
寛
文
元
年
の
こ
ろ
よ
り
、
同
七
年
未
の
年

ま
で
に
祖
師
の
影
像
な
ら
び
に
官
職
等
申
し
請
け
、
十
二
世
西
周
、

元
禄
十
年
に
祖
師
の
絵
伝
申
し
請
け
、
な
ら
び
に
鐘
（
楼
脱
ヵ
）
建
立
。

十
三
世
諦
空
、
一
切
経
請
け
入
れ
仕
り
、
寺
院
増
暉
仕
り
候
。

拙
僧
ま
で
十
四
代
す
べ
て
開
基
已
来
弐
百
四
十
壱
年
に
相
な
り

申
し
候
、
已
上
。

　
　

元
文
三
年

　
　
　
　

戌
午
二
月



五
〇

第
二
世
道
味
（
昧
ヵ
）
寛
文
元
年
寺
号
御
免

　
　
　
　

本
谷
村
に
て
長
教
寺
旦
那
六
拾
軒
を
分
て
附
ス

第
三
世　

龍
伝　

第
四
世　

惠
雲

第
五
世
恵
暁

　
　

右
は
元
文
三
年
二
月
書
上
候
写
也

　

延
享
二
年
銀
子
拝
領
の
節
御
書
附
の
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
麻
郡
熊
畑
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
教
寺

連
々
法
義
相
守
百
性
（
マ
マ
）中

え
も
非
法
之
勧
も
不
仕

貧
賤
の
も
の
ニ
ハ
捨
子
不
仕
た
め
米
銭
を
施
与

来
候
段
此
節
帆
牛
僧
よ
り
申
出
相
達
候
僧
侶
不
珍

儀
な
か
ら
寄
特
の
儀
被
思
召
上
候
依
之
白
銀
一
枚

被
下
候
此
已
後
盆
彼
岸
の
外
ニ
も
寺
ニ
て
の
説
法

勝
手
次
第
ニ
仕
百
性
共
風
俗
の
儀
筋
宜
相
成
候
様
ニ

教
化
可
仕
候
事

　
　
　

延
享
二
年

　
　

右
は
御
書
附
の
写
也

元
文
三
年
由
来
書
指
上
候
当
寺
十
四
世
西
舟
よ
り

十
五
世
西
仙　

十
六
世
南
江　

拙
僧
迄
十
七
代

開
基
已
来
今
辰
年
迄
凡
三
百
廿
三
年
ニ
相
成
申
候
已
上

　
　

文
政
三
辰
年
三
月　
　
　
　
　

長
教
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徹
照

　
　

長
教
寺
末
寺
同
郡
本
谷
村
仙
林
寺

寛
永
年
中
開
基
祐
念

　
　
　
　

長
教
寺
十
世
慶
祐
弟
子

第
二
世
道
味
（
昧
ヵ
）
寛
文
元
年
寺
号
御
免

　
　
　
　

本
谷
村
に
て
長
教
寺
旦
那
六
拾
軒
を
分
け
て
ふ
す

第
三
世
龍
伝　

第
四
世
惠
雲

第
五
世
恵
暁

　
　

右
は
元
文
三
年
二
月
書
き
上
げ
候
写
し
な
り

　
　

延
享
二
年
、
銀
子
拝
領
の
節
、
御
書
き
つ
け
の
写
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
麻
郡
熊
畑
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
教
寺

連
々
法
義
相
守
百
性
（
マ
マ
）中
へ
も
非
法
の
勧
め
仕
ら
ず
、

貧
賤
の
も
の
に
は
捨
子
仕
ら
ず
た
め
米
銭
を
施
し
与
え

来
り
候
段
、
こ
の
節
、
帆
牛
僧
よ
り
申
し
出
で
相
達
し
候
。
僧
侶
、
珍
し
か
ら
ず

儀な
が
ら
寄
特
の
儀
思
し
め
し
あ
げ
ら
れ
候
。
こ
れ
よ
り
、
白
銀
一
枚

下
さ
れ
候
。
こ
れ
已
後
、
盆
彼
岸
の
ほ
か
に
も
寺
に
て
の
説
法

勝
手
次
第
に
仕
り
、
百
性
共
風
俗
の
儀
、
筋
宜
し
く
相
な
り
候
様
に
、

教
化
仕
る
べ
く
候
こ
と

　
　
　
　

延
享
二
年

　
　
　

右
は
御
書
き
つ
け
の
写
し
な
り

元
文
三
年
由
来
書
指
し
上
げ
候
。
当
寺
、
十
四
世
西
舟
よ
り



五
一

（
以
下
歴
代
住
職
目
録
、
寄
附
簿
あ
る
も
略
す
）

［
作
品
デ
ー
タ
］

孝
子
図
欄
間
細
工
（
董
永
・
郭
巨
）　

二
面
。

木
造　

粘
土
下
地
彩
色　

縦
63
セ
ン
チ
、
横
１
８
１
セ
ン
チ
。

天
保
七
年
（
一
八
三
六
年
）

「
文
政
来
由
」
の
寄
附
簿
に
「
焼
物
細
工
唐
挟
間　

壱
間　

天
保
七
年
七
月　

上

山
田
庄
屋
和
惣
」
と
記
述
あ
り
。
※
『
報
告
書
（
三
）』
№
２
９
４

所
蔵
作
品
紹
介

孝子図欄間細工（董永）

孝子図欄間細工（郭巨）

十
五
世
西
仙
十
六
世
南
江
拙
僧
ま
で
十
七
代

開
基
已
来
、
今
辰
年
ま
で
お
お
よ
そ
三
百
二
十
三
年
に
相
な
り
申
し
候
、
已
上
。

　
　

文
政
三
辰
年
三
月　
　
　
　

長
教
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徹
照



五
二

嘉
麻
郡
熊
畑
村
長
教
寺
来
由（
本
文
）

当
山
長
教
寺
ハ
往
古
平
島
七
郎
右
衛
門
ト
申

其
祖
先
ハ
肥
前
ノ
平
島
ノ
人
神
功
皇
后
古
所
山
ノ
熊
襲

征
伐
ノ
時
平
島
ヨ
リ
剛
強
ノ
士
ヲ
引
率
シ
テ
来
リ
属
ス

熊
襲
及
其
従
類
熊
鷲
共
ニ
王
化
ニ
服
シ
当

地
ニ
蟄
居
セ
リ
依
テ
平
島
ヲ
シ
テ
熊
鷲
ヲ
鎮
圧
セ
シ

メ
ン
ガ
為
此
地
ニ
留
ラ
シ
ム
人
熊
鷲
ガ
王
命
ニ
背
キ

シ
ヲ
悪
ミ
熊
々
ト
貶
称
セ
リ
熊
鷲
勇
猛
斉
力

人
ニ
絶
ス
山
野
ヲ
開
拓
セ
リ
是
即
チ
熊
ケ
畑
ノ
名
ノ

起
ル
所
以
ナ
リ
而
シ
テ
平
島
ノ
末
裔
今
ニ
連
襲

セ
リ
七
郎
右
衛
門
ハ
其
後
胤
ナ
リ
ト
云
フ
板
倉
山
ニ

墓
跡
ア
リ
ト
云
々

中
古
七
郎
右
衛
門
ハ
由
緒
正
シ
キ
豪
農
ニ
テ

田
畠
苦
（
芸
ヵ
）
耕
ノ
業
ヲ
常
ト
ス
ト
雖
モ
聊
カ
菩
提

ヲ
求
ル
ノ
志
ア
リ
明
応
六
年
丑
（
巳
ヵ
）
ノ
春
上
洛
セ
リ

其
頃
京
都
ニ
テ
ハ
本
願
寺
第
八
代
ノ
法
主
蓮
如

上
人
ト
テ
其
名
聞
エ
高
ク
遠
国
迄
隠
レ
ナ
ク

其
故
ハ
親
鸞
聖
人
ノ
孫
三
代
目
覚
如
上
人

観
応
ノ
頃
カ
ク
レ
給
ヒ
シ
後
ハ
宗
門
モ
衰
ヘ
法

義
モ
疎
ク
相
成
リ
御
堂
迚
モ
僅
カ
三
間
位
ナ
リ

其
頃
洛
中
ニ
テ
ハ
山
名
。
細
川
ノ
戦
ア
リ
其
外

嘉
麻
郡
熊
畑
村
長
教
寺
来
由（
書
き
下
し
）

当
山
長
教
寺
は
、
往
古
平
島
七
郎
右
衛
門
と
申
す
、

そ
の
祖
先
は
肥
前
の
平
島
の
人
、
神
功
皇
后
、
古
所
山
の
熊
襲

征
伐
の
時
、
平
島
よ
り
剛
強
の
士
を
引
率
し
て
来
り
属
す
。

熊
襲
お
よ
び
そ
の
従
類
、
熊
鷲
共
に
王
化
に
服
し
、
当

地
に
蟄
居
せ
り
。
よ
り
て
平
島
を
し
て
熊
鷲
を
鎮
圧
せ
し

め
ん
が
た
め
に
、
こ
の
地
に
留
ら
し
む
。
人
、
熊
鷲
が
王
命
に
背
き

し
を
悪
み
、
熊
、
熊
と
貶
称
せ
り
。
熊
鷲
、
勇
猛
に
し
て
斎
力
、

人
に
絶
す
。
山
野
を
開
拓
せ
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
熊
ケ
畑
の
名
の

起
る
ゆ
え
ん
な
り
。
し
か
し
て
平
島
の
末
裔
、
今
に
連
襲

せ
り
。
七
郎
右
衛
門
は
そ
の
後
胤
な
り
と
い
う
。
板
倉
山
に

墓
跡
あ
り
と
云
々
。

中
古
、
七
郎
右
衛
門
は
由
緒
正
し
き
豪
農
に
て
、

田
畠
苦
（
芸
ヵ
）
耕
の
業
を
常
と
す
と
い
え
ど
も
、
聊
か
菩
提

を
求
む
る
の
志
あ
り
。
明
応
六
年
巳
の
春
、
上
洛
せ
り
。

そ
の
頃
京
都
に
て
は
、
本
願
寺
第
八
代
の
法
主
蓮
如

上
人
と
て
、
そ
の
名
聞
え
高
く
、
遠
国
ま
で
隠
れ
な
く
、

そ
の
故
は
、
親
鸞
聖
人
の
孫
三
代
目
覚
如
上
人
、

観
応
の
頃
か
く
れ
給
い
し
後
は
、
宗
門
も
衰
へ
法

義
も
疎
く
相
成
り
、
御
堂
と
て
も
僅
か
三
間
位
な
り
。

そ
の
頃
洛
中
に
て
は
、
山
名
、
細
川
の
戦
あ
り
。
そ
の
外
、



五
三

諸
国
不
穏
蓮
如
上
人
モ
山
門
ノ
衆
従
（
徒
ヵ
）
ニ
惶　
　

カ
サ
レ
三
井
寺
ヨ
リ
北
国
ニ
移
リ
玉
ヒ
径
廻
在
々

ケ
レ
ド
モ
今
ハ
山
城
ノ
国
山
科
ニ
一
宇
ヲ
建
テ
玉
ヒ

弘
願
他
力
ノ
念
仏
ヲ
弘
メ
玉
フ
七
郎
右
衛
門
ハ

此
ノ
御
勧
化
ヲ
蒙
ル
ニ
悪
人
摂
取
凡
夫
直
入
ノ

法
ヲ
聴
聞
シ
忽
チ
発
心
シ
テ
懺
悔
ス
歓
喜
ノ

余
リ
上
人
ノ
真
弟
天
然
和
尚
ニ
頼
ミ
入
道
シ
テ

法
名
ヲ
明
善
ト
授
ケ
玉
フ
上
人
深
ク
喜
ヒ
在
々
テ

真
筆
ノ
六
字
名
号
ヲ
与
ヘ
給
フ
明
善
感
涙
。

肝
ニ
銘
ス
蓮
如
上
人
仰
ケ
ル
ニ
汝
故
郷
ニ
帰
リ

法
義
相
続
シ
群
類
ヲ
導
ク
ベ
シ
ト
ノ
玉
ヘ
リ
明
善

深
ク
其
恩
ヲ
謝
シ
御
名
号
頂
戴
シ
テ
下
向
ス

此
天
然
和
尚
ハ
元
中
国
ノ
人
ニ
テ
天
台
ノ
碩
学
者
ナ
リ

上
人
ニ
参
リ
懺
悔
シ
テ
弟
子
ト
ナ
ル
後
ニ
ハ
九
州
ニ
渡
リ

豊
前
国
田
河
郡
弓
削
田
ノ
法
光
寺
ノ
開
基
ト
ナ
ル

明
善
下
向
ノ
後
ハ
従
類
眷
属
ヲ
勧
メ
我
家
ヲ

道
場
ト
シ
名
号
ヲ
安
置
シ
常
住
御
給
仕
ヲ
ナ
シ

法
義
相
続
セ
バ
此
時
信
仰
ノ
蔟
ラ
多
ク

門
徒
参
加
ス
其
後
大
永
三
年
癸
ノ
未
ノ
年

八
月
下
旬
西
善
二
代
ヲ
継
キ
上
洛
シ
テ
山
科

本
願
寺
ニ
参
リ
本
尊
ノ
御
影
像
ヲ
願
ヒ
申

受
ケ
タ
キ
由
ヲ
望
レ
シ
カ
バ
時
ノ
善
知
識
第
九
代

実
如
上
人
免
許
ア
ル
此
時
西
善
申
上
ケ
ル
ニ

諸
国
不
穏
に
し
て
、
蓮
如
上
人
も
山
門
の
衆
従
（
徒
ヵ
）
に
お
ど
ろ

か
さ
れ
、
三
井
寺
よ
り
北
国
に
移
り
た
ま
い
、
径
廻
り
ま
し
ま
し

け
れ
ど
も
、
今
は
山
城
の
国
山
科
に
一
宇
を
建
て
た
ま
い
、

弘
願
他
力
の
念
仏
を
弘
め
た
ま
う
。
七
郎
右
衛
門
は

こ
の
御
勧
化
を
蒙
る
に
、
悪
人
摂
取
、
凡
夫
直
入
の

法
を
聴
聞
し
、
た
ち
ま
ち
発
心
し
て
懺
悔
す
。
歓
喜
の

あ
ま
り
上
人
の
真
弟
天
然
和
尚
に
頼
み
、
入
道
し
て

法
名
を
明
善
と
授
け
た
ま
う
。
上
人
深
く
喜
び
ま
し
ま
し
て
、

真
筆
の
六
字
名
号
を
与
え
た
ま
う
。
明
善
、
感
涙

肝
に
銘
ず
。
蓮
如
上
人
仰
け
る
に
、
汝
故
郷
に
帰
り
、

法
義
相
続
し
、
群
類
を
導
く
べ
し
と
の
た
ま
え
り
。
明
善

深
く
そ
の
恩
を
謝
し
、
御
名
号
を
頂
戴
し
て
下
向
す
。

こ
の
天
然
和
尚
は
、
も
と
中
国
の
人
に
て
天
台
の
碩
学
者
な
り
。

上
人
に
参
り
懺
悔
し
て
弟
子
と
な
る
。
後
に
は
九
州
に
渡
り
、

豊
前
国
田
河
郡
弓
削
田
の
法
光
寺
の
開
基
と
な
る
。

明
善
下
向
の
後
は
、
従
類
眷
属
を
勧
め
、
我
家
を

道
場
と
し
、
名
号
を
安
置
し
、
常
住
御
給
仕
を
な
し
、

法
義
相
続
せ
ば
、
こ
の
時
信
仰
の
蔟
ら
多
く
、

門
徒
参
加
す
。
そ
の
後
、
大
永
三
年
癸
の
未
の
年

八
月
下
旬
、
西
善
二
代
を
継
ぎ
、
上
洛
し
て
、
山
科

本
願
寺
に
参
り
、
本
尊
の
御
影
像
を
願
い
申
し

受
け
た
き
由
を
望
ま
れ
し
か
ば
、
時
の
善
知
識
第
九
代

実
如
上
人
、
免
許
あ
る
。
こ
の
時
、
西
善
申
上
け
る
に
、



五
四

親
明
善
天
然
上
人
ノ
吹
挙
ニ
ヨ
リ
蓮
如
上
人

ノ
御
教
化
ヲ
蒙
リ
発
心
シ
テ
法
名
及
六
字
ノ

御
名
号
ヲ
頂
戴
セ
シ
事
ナ
レ
バ
下
坊
主
ニ
成

リ
タ
キ
由
ヲ
申
上
ケ
レ
バ
実
如
上
人
聞
コ
シ
召
サ
レ

神
妙
ニ
思
召
本
尊
阿
弥
陀
如
来
ノ
御
影

像
ノ
衰
（
裏
）
書
ニ
興
正
寺
殿
門
徒
端
坊
ト
（
下
か
）

筑
前
国
賀
摩
郡
隈
畑
村
西
善
ト
御

染
筆
被
遊
タ
リ
隈
ノ
字
ハ
今
ト
違
エ
リ
此
ノ

本
尊
ヲ
頂
キ
下
向
ス
此
時
ニ
至
ツ
テ
旦
越

弥
々
繁
昌
ス
法
義
益
々
盛
ン
ナ
リ
夫
ヨ
リ

七
十
年
間
弓
削
田
法
光
寺
ニ
属
ス
然
ル
ニ
慶

長
ノ
始
メ
法
光
寺
ノ
住
持
順
斎
卒
去
ノ

砌
リ
後
住
職
即
チ
養
子
少
将
ト
養
母
ト

世
論
ノ
不
和
ニ
ヨ
リ
養
母
門
徒
ヲ
カ
タ
ラ
イ

蓮
如
上
人
ヨ
リ
天
然
ニ
授
ケ
玉
ヒ
シ
什
物
ヲ

以
テ
同
郷
添
田
ニ
移
リ
一
寺
ヲ
拵
ヘ
タ
リ

門
徒
過
半
之
ニ
随
フ
依
テ
少
将
大
ヒ
ニ
憤
リ

東
派
ニ
転
属
ス
当
寺
順
慶
モ
同
ク
少

将
に
従
フ
テ
東
派
ニ
改
ム
其
後
幾
程
モ

ナ
ク
慶
長
九
年
龍
光
院
殿
御
他
界

ノ
砌
リ
国
中
惣
帰
参
被
仰
附
太
守

黒
田
長
政
ノ
命
ニ
依
テ
又
西
派
ト
ナ
リ
テ
法

光
寺
ノ
手
ヲ
離
ル
夫
ヨ
リ
三
十
年
ヲ
経
テ

親
明
善
、
天
然
上
人
の
吹
挙
に
よ
り
、
蓮
如
上
人

の
御
教
化
を
蒙
り
、
発
心
し
て
法
名
お
よ
び
六
字
の

御
名
号
を
頂
戴
せ
し
事
な
れ
ば
、
下
坊
主
に
成

り
た
き
由
を
申
上
け
れ
ば
、
実
如
上
人
聞
こ
し
召
さ
れ
、

神
妙
に
思
し
召
し
、
本
尊
阿
弥
陀
如
来
の
御
影

像
の
裏
書
に
、
興
正
寺
殿
門
徒
端
坊
ト
（
下
か
）、

筑
前
国
賀
摩
（
嘉
麻
）
郡
隈
畑
村
西
善
と
御

染
筆
あ
そ
ば
さ
れ
た
り
。
隈
の
字
は
今
と
違
え
り
。
こ
の

本
尊
を
頂
き
下
向
す
。
こ
の
時
に
至
っ
て
、
旦
越

い
よ
い
よ
繁
盛
す
。
法
義
益
々
盛
ん
な
り
。
そ
れ
よ
り

七
十
年
間
、
弓
削
田
法
光
寺
に
属
す
。
し
か
る
に
慶

長
の
始
め
、
法
光
寺
の
住
持
順
斎
卒
去
の

み
ぎ
り
、
後
住
職
す
な
わ
ち
養
子
少
将
と
養
母
と

世
論
の
不
和
に
よ
り
、
養
母
門
徒
を
か
た
ら
い
、

蓮
如
上
人
よ
り
天
然
に
授
け
た
ま
い
し
什
物
を

も
っ
て
、
同
郷
添
田
に
移
り
、
一
寺
を
あ
つ
ら
え
た
り
。

門
徒
過
半
こ
れ
に
随
う
。
よ
り
て
少
将
大
い
に
憤
り
、

東
派
に
転
属
す
。
当
寺
順
慶
も
同
じ
く
少

将
に
従
う
て
東
派
に
改
む
。
そ
の
後
幾
程
も

な
く
、
慶
長
九
年
龍
光
院
殿
御
他
界

の
み
ぎ
り
、
国
中
惣
帰
参
仰
せ
附
け
ら
れ
、
太
守

黒
田
長
政
の
命
に
よ
り
て
又
西
派
と
な
り
て
、
法

光
寺
の
手
を
離
る
。
そ
れ
よ
り
三
十
年
を
経
て
、



五
五

寛
永
七
年
庚
午
三
月
上
旬
ニ
東
ヲ
出
テ

西
ヘ
帰
ル
本
願
寺
直
参
此
ノ
御
褒
美

ト
シ
テ
准
如
上
人
真
筆
ノ
十
字
名
号
ヲ

拝
領
ス
其
後
第
九
世
明
順
ニ
長
教
寺
ノ

寺
号
ト
本
尊
木
仏
ノ
赦
免
准
如
上
人
ノ

真
筆
ノ
御
判
ヲ
申
受
ク
同
十
七
年
ニ

第
十
世
慶
祐
ノ
時
七
高
僧
并
ニ
聖
徳
太
子

ノ
影
像
及
蓮
師
ノ
御
影
ヲ
願
上
早
速
免
許

ヲ
蒙
リ
シ
処
ニ
端
坊
ヨ
リ
往
昔
弓
削
田
ノ

法
光
寺
ノ
手
次
タ
ル
ヲ
以
テ
猥
リ
ニ
本
末
ノ
異

儀
本
山
エ
被
申
支
依
之
右
ノ
影
像
懸
留

ラ
レ
従
是
端
坊
ト
本
末
異
論
ニ
及
フ

空
ク
十
三
年
ノ
歳
霜
ヲ
送
ル
然
ト
雖
モ

慶
長
ノ
初
メ
端
坊
ヲ
離
レ
東
派
ニ
成
リ
其
後

興
雲
院
殿
ノ
厳
命
ヲ
蒙
リ
帰
参
シ
直

参
仕
リ
タ
ル
事
顕
然
タ
ル
ニ
依
テ
終
ニ
承
応

元
年
ノ
冬
本
山
ニ
於
テ
理
非
判
断
相
済
ミ

直
参
紛
レ
ナ
ク
之
ニ
依
テ
懸
留
ラ
レ
タ
ル
影
像
ヲ

坊
官
下
間
大
進
法
眼
同
宮
内
卿
法
眼
ヨ
リ

相
渡
シ
下
サ
ル
此
代
寛
永
年
中
門
従
（
徒
ヵ
）
ヲ
分
チ

宮
野
村
桑
野
ニ
一
宇
ヲ
建
ツ
開
基
ハ
当
山

第
十
世
慶
祐
ノ
弟
子
祐
念
ナ
リ
其
第
二
世

道
味
ノ
時
寛
文
元
年
仙
林
寺
ノ
寺
号

寛
永
七
年
庚
午
年
三
月
上
旬
に
、
東
を
出
て

西
へ
帰
る
。
本
願
寺
直
参
。
こ
の
褒
美

と
し
て
准
如
上
人
真
筆
の
十
字
名
号
を

拝
領
す
。
そ
の
後
、
第
九
世
明
順
に
長
教
寺
の

寺
号
と
本
尊
木
仏
の
赦
免
、
准
如
上
人
の

真
筆
の
御
判
を
申
し
受
く
。
同
十
七
年
に

第
十
世
慶
祐
の
時
、
七
高
僧
な
ら
び
に
聖
徳
太
子

の
影
像
お
よ
び
蓮
師
の
御
影
を
願
い
上
げ
、
早
速
免
許

を
蒙
り
し
処
に
、
端
坊
よ
り
、
往
昔
、
弓
削
田
の

法
光
寺
の
手
次
た
る
を
も
っ
て
、
猥
り
に
本
末
の
異

儀
本
山
へ
申
し
支
え
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
右
の
影
像
懸
け
留
め

ら
れ
、
こ
れ
よ
り
端
坊
と
本
末
異
論
に
及
ぶ
。

む
な
し
く
十
三
年
の
歳
霜
を
送
る
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
、

慶
長
の
初
め
端
坊
を
離
れ
東
派
に
成
り
、
そ
の
後
、

興
雲
院
殿
の
厳
命
を
蒙
り
、
帰
参
し
直

参
仕
り
た
る
事
、
顕
然
た
る
に
よ
り
て
、
終
に
承
応

元
年
の
冬
、
本
山
に
お
い
て
理
非
判
断
相
済
み
、

直
参
紛
れ
な
く
、
こ
れ
に
よ
り
て
懸
け
留
め
ら
れ
た
る
影
像
を
、

坊
官
下
間
大
進
法
眼
、
同
宮
内
卿
法
眼
よ
り

相
渡
し
下
さ
る
。
こ
の
代
寛
永
年
中
門
従
（
徒
ヵ
）
を
分
か
ち
、

宮
野
村
桑
野
に
一
宇
を
建
つ
。
開
基
は
当
山

第
十
世
慶
祐
の
弟
子
祐
念
な
り
。
其
第
二
世

道
昧
（
味
ヵ
）
の
時
、
寛
文
元
年
、
仙
林
寺
の
寺
号



五
六

御
免
ト
ナ
ル
第
三
世
龍
伝
第
四
世
恵
雲
第

五
世
恵
暁
ト
継
承
ス
当
山
第
十
一
世
西

玄
ノ
代
寛
文
十
二
年
壬
子
ヨ
リ
至
延
宝
元
年

癸
丑
ニ
本
堂
建
立
上
棟
ト
ナ
ル
同
七
年
ニ
ハ
祖

師
ノ
御
影
像
并
ニ
官
職
等
申
受
ク

第
十
二
世
西
周
ハ
新
田
義
貞
ノ
末
葉

大
隈
鰺
坂
道
恩
ノ
四
男
ナ
リ
当
山
ノ
住
職
ト
ナ
ル

元
禄
十
年
丁
丑
四
月
三
日
ニ
祖
師
聖
人
ノ
御
絵
伝

ヲ
受
ク
寂
如
上
人
御
判
西
周
ノ
当
山
エ
持

参
品
ノ
内
義
貞
公
ノ
在
世
御
居
間
ノ
屏

風
ト
テ
金
泥
ニ
牡
丹
及
草
花
等
ヲ
画
キ
シ
モ
ノ

半
隻
今
ニ
長
教
寺
ノ
宝
物
品
ノ
一
ニ
算
ヘ
ラ
ル

元
禄
十
五
年
壬
午
ノ
年
鐘
及
鐘
楼
建

立
ト
ナ
ル
第
十
三
世
諦
空
ハ
肥
前
西
法

寺
知
法
ノ
弟
也
父
ハ
基
養
父
郡
野
口
村

鶴
田
平
兵
衛
此
人
ノ
三
男
ナ
リ
又
此
代
ニ
大
蔵

経
受
入
ル
第
十
四
世
西
舟
寛
延
二
年
己

巳
三
月
廿
九
日
経
蔵
建
立
ト
成
リ
シ
モ
位
置

不
適
ノ
為
破
損
セ
シ
ヲ
以
テ
天
保
九
年
戊
ノ
年
ニ
再

建
ト
ナ
ル
十
五
世
西
仙
十
六
世
ハ
西
仙
ノ
弟
ナ
リ

文
化
四
年
丁
卯
ノ
年
七
月
廿
二
日
南
江
済
成
兄
弟
宗
意
〈
安
心
不
用
意
ノ
〉
議
ニ

付流
罪
ト
ナ
ル
同
九
月
十
九
日
明
光
寺
寛
仲
。
浄
満
寺
。
流
罪

御
免
と
な
る
。
第
三
世
龍
伝
、
第
四
世
恵
雲
、
第

五
世
恵
暁
と
継
承
す
。
当
山
第
十
一
世
西

玄
の
代
、
寛
文
十
二
年
壬
子
よ
り
延
宝
元
年

癸
丑
に
い
た
り
、
本
堂
建
立
し
上
棟
と
な
る
。
同
七
年
に
は
祖

師
の
御
影
像
な
ら
び
に
官
職
等
を
申
し
受
く
。

第
十
二
世
西
周
は
新
田
義
貞
の
末
葉
、

大
隈
鰺
坂
道
恩
の
四
男
な
り
。
当
山
住
職
と
な
る
。

元
禄
十
年
丁
丑
四
月
三
日
に
祖
師
聖
人
の
御
絵
伝

を
受
く
。
寂
如
上
人
御
判
。
西
周
の
当
山
へ
持

参
品
の
内
、
義
貞
公
の
在
世
御
居
間
の
屏

風
と
て
、
金
泥
に
牡
丹
お
よ
び
草
花
等
を
画
き
し
も
の

半
隻
、
今
に
長
教
寺
の
宝
物
品
の
一
に
算
え
ら
る
。

元
禄
十
五
年
壬
午
の
年
、
鐘
お
よ
び
鐘
楼
、
建

立
と
な
る
。
第
十
三
世
諦
空
は
肥
前
西

法
寺
知
法
の
弟
也
。
父
は
基
養
父
郡
野
口
村

鶴
田
平
兵
衛
、
こ
の
人
の
三
男
な
り
。
ま
た
こ
の
代
に
、
大
蔵

経
を
受
け
入
れ
る
。
第
十
四
世
西
舟
、
寛
延
二
年
己

巳
三
月
二
十
九
日
、
経
蔵
建
立
と
成
り
し
も
、
位
置

不
適
の
た
め
破
損
せ
し
を
も
っ
て
、
天
保
九
年
戊
（
戌
脱
か
）
の
年
に
再

建
と
な
る
。
十
五
世
西
仙
、
十
六
世
は
西
仙
の
弟
な
り
。

文
化
四
年
丁
卯
の
年
七
月
二
十
二
日
、
南
江
、
済
成
兄
弟
、
宗
意
〈
安
心
不
用
意

の
〉
議
に
付
き

流
罪
と
な
る
。
同
九
月
十
九
日
、
明
光
寺
寛
仲
、
浄
満
寺
、
流
罪
、



五
七

六
年
目
壬
申
年
大
島
ヨ
リ
帰
島
〈
其
故
ハ
〉
此
時
二
人
ハ
押
込
三
人

ハ
流
罪
ト
ナ
ル
其
寺
長
教
寺
仙
林
寺
〈
上
座
郡
〉
西
宗
寺
〈
同
〉
長
念
寺

〈
同
〉
浄
満
寺
ノ
五
ヶ
寺
ナ
リ
○
此
ノ
当
山
十
六
世
南
江
ノ
代

同
氏
上
洛
ノ
折
錦
小
路
殿
ノ
御
位
牌
ヲ
預
ケ
ラ
レ
其
御
菩

提
〈
御
願
〉
ノ
為
ト
シ
テ
御
本
尊
〈
法
便
法
身
〉
ノ
大
幅
ノ
画
像
一
幅
御
下
賜
ト

ナ
リ
其
本
尊

及
五
ツ
ト
モ
へ
（
巴
）
金
紋
入
黒
塗
ノ
状
箱
今
ニ
残
レ
リ
其
外
同
殿
ヨ
リ

猶
子
翠
綱
（
網
カ
）
代
輿
金
紋
挟
箱
御
免
ト
成
ル
此
ノ

二
条
殿
ト
因
縁
ノ
義
ハ
先
代
十
三
世
ノ
諦
空
元
録
宝
永

正
徳
ノ
間
折
々
上
京
仕
リ
候
節
ニ
錦
小
路
修
理
大
夫

殿
御
先
代
右
京
権
大
夫
殿
奥
方
エ
因
縁
有
之
相
見

仕
リ
段
々
御
対
話
申
上
候
砌
リ
法
義
ノ
筋
御
物
語
リ

申
上
候
処
御
本
所
深
ク
御
信
仰
被
為
有
候
テ
則
チ

本
願
寺
寂
如
上
人
ノ
時
浄
土
真
宗
ノ
本
尊
申

被
受
御
安
置
為
在
ラ
ル
然
処
去
丑
ノ
年
当
寺
済

成
在
京
ノ
折
錦
小
路
殿
被
為
聞
及
御
人
ヲ
以
テ
仰
セ

被
聞
候
趣
ハ
諦
空
ト
申
僧
ハ
世
代
ニ
連
リ
仁
厚
ノ

由
御
尋
ニ
付
キ
則
チ
拙
寺
十
三
代
ノ
住
持
ニ
テ
拙
僧
ノ

祖
父
ノ
由
申
上
候
処
其
時
御
先
代
御
皈
依

ノ
趣
被
仰
聞
右
御
安
置
ノ
仏
像
ハ
御
先
代

格
別
御
信
仰
被
為
有
候
事
故
至
極
大
切
ニ

思
召
シ
後
代
ニ
至
リ
万
一
麁
略
ニ
モ
可
相
成

哉
依
之
其
宗
体
タ
ル
長
教
寺
故
右
御
安
置

六
年
目
壬
申
年
、
大
島
よ
り
帰
島
す
。〈
其
故
は
〉
此
時
二
人
は
押
込
、
三
人

は
流
罪
と
な
る
。
そ
の
寺
、
長
教
寺
、
仙
林
寺
〈
上
座
郡
〉、
西
宗
寺
〈
同
〉、
長

念
寺

〈
同
〉、
浄
満
寺
の
五
ヶ
寺
な
り
。
こ
の
当
山
十
六
世
南
江
の
代
、

同
氏
上
洛
の
折
、
錦
小
路
殿
の
御
位
牌
を
預
け
ら
れ
、
そ
の
御
菩

提
〈
お
願
い
〉
の
た
め
と
し
て
、
御
本
尊
〈
方
便
法
身
〉
の
大
幅
の
画
像
一
幅
、

御
下
賜
と
な
り
、
そ
の
本
尊

お
よ
び
五
巴
金
紋
入
黒
塗
の
状
箱
、
今
に
の
こ
れ
り
。
そ
の
外
、
同
殿
よ
り

猶
子
、
翠
、
網
代
輿
、
金
紋
挟
箱
、
御
免
と
な
る
。
こ
の

二
条
殿
と
因
縁
の
義
は
、
先
代
十
三
世
の
諦
空
、
元
録
、
宝
永
、

正
徳
の
間
、
折
々
上
京
つ
か
ま
つ
り
候
節
に
、
錦
小
路
修
理
大
夫

殿
、
御
先
代
右
京
権
大
夫
殿
奥
方
へ
因
縁
こ
れ
あ
り
、
相
見

つ
か
ま
つ
り
、
だ
ん
だ
ん
御
対
話
申
し
上
げ
候
み
ぎ
り
、
法
義
の
筋
、
御
物
語
り

申
し
上
げ
候
と
こ
ろ
、
御
本
所
深
く
御
信
仰
あ
ら
せ
ら
れ
そ
う
ろ
う
て
、
則
ち

本
願
寺
寂
如
上
人
の
時
、
浄
土
真
宗
の
本
尊
申
し

受
け
ら
れ
、
御
安
置
あ
ら
せ
ら
る
。
し
か
る
と
こ
ろ
、
去
る
丑
の
年
、
当
寺
済

成
在
京
の
折
、
錦
小
路
殿
聞
き
お
よ
ば
さ
れ
、
御
人
を
も
っ
て
仰
せ

聞
か
さ
れ
そ
う
ろ
う
趣
は
、
諦
空
と
申
す
僧
は
、
世
代
に
連
な
り
、
仁
厚
の

由
、
御
尋
に
つ
き
、
則
ち
拙
寺
十
三
代
の
住
持
に
て
拙
僧
の

祖
父
の
由
、
申
し
上
げ
候
と
こ
ろ
、
そ
の
時
、
御
先
代
御
帰
依

の
趣
仰
聞
か
さ
れ
、
右
御
安
置
の
仏
像
は
、
御
先
代

格
別
に
御
信
仰
あ
ら
せ
ら
れ
そ
う
ろ
う
事
ゆ
え
、
至
極
大
切
に

思
召
し
、
後
代
に
至
り
、
万
一
麁
略
に
も
相
成
る
べ
き
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ノ
仏
像
御
預
ヶ
可
被
成
候
由
尚
ヲ
又
御
先
代

御
両
（
ヵ
）
家
ノ
御
位
牌
御
帰
依
仏
像
ニ
随
従

被
在
候
趣
御
請
取
申
上
永
代
御
供
養
申
上
ベ
ク
ト
ア
ル

当
山
第
十
七
世
大
成
房
西
旋
文
政
七
年
甲

申
一
代
飛
檐
列
座
拝
官
又
同
九
月
廿
六
日
付
ヶ

本
如
上
人
ヨ
リ
永
代
列
座
許
ト
ナ
ル

十
八
世
ハ
西
天
十
九
世
ハ
曇
霖
廿
世
ハ

西
晋
廿
一
世
ハ
西
旋
西
晋
ノ
長
男
明
治
十
四
年

四
月
十
日
豊
後
国
日
邨
広
瀬
ノ
門
ニ
入
リ
漢
籍
ヲ

学
ブ
事
八
年
不
幸
ニ
シ
テ
同
十
九
年
五
月
廿
九
日

同
熟
（
塾
ヵ
）
ニ
於
テ
卒
去

廿
世
西
晋
ノ
代

（
以
下
歴
代
住
職
目
録
、
宝
物
等
目
録
あ
る
も
略
す
）

や
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
の
宗
体
た
る
長
教
寺
ゆ
え
、
右
御
安
置

の
仏
像
、
御
預
け
な
ら
る
べ
く
そ
う
ろ
う
由
、
な
お
ま
た
、
御
先
代
、

御
両
家
の
御
位
牌
、
御
帰
依
仏
像
に
随
従

あ
ら
せ
ら
れ
そ
う
ろ
う
趣
、
御
請
取
申
し
上
げ
、
永
代
御
供
養
申
上
ぐ
べ
く
と
あ

る
。

当
山
第
十
七
世
大
成
房
西
旋
、
文
政
七
年
甲

申
、
一
代
飛
檐
列
座
拝
官
、
ま
た
同
九
月
二
十
六
日
付
け
、

本
如
上
人
よ
り
永
代
列
座
許
と
な
る
。

十
八
世
は
西
天
、
十
九
世
は
曇
霖
、
二
十
世
は

西
晋
、
二
十
一
世
は
西
旋
、
西
晋
の
長
男
。
明
治
十
四
年

四
月
十
日
、
豊
後
国
日
邨
（
日
田
か
）
広
瀬
の
門
に
入
り
、
漢
籍
を

学
ぶ
こ
と
八
年
、
不
幸
に
し
て
同
十
九
年
五
月
十
九
日
、

同
熟
（
塾
）
に
お
い
て
卒
去
す
。

二
十
世
西
晋
ノ
代

（
以
上
、
小
林
）
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長教寺・仙林寺　系図

《　長教寺　》 嘉麻郡熊畑村

肥前の平島の人

往古・平島七郎右衛門 肥前平島の人の後胤、板倉山に墓跡有と云う。

《法光寺》

　　開基 天然和尚 　　　　　　 中古・平島七郎右衛門
　　　　　　　　　　　　

開基　　　　明善　　　　　　

善西　　　世二第母養

　　　養子

少将（後住）　　順慶、少将に従い西派から東派に転属 第八世　　　順慶

　　　　　　　三十年後

第九世　　　明順
《仙林寺》 宮野村桑野 （長教寺末寺）

開基 祐念 慶祐の弟子 第十世　　　慶祐　　　　

玄西 　世一十第ヵ味道世二第

周西 　世二十第傳龍世三第

空諦 　世三十第雲恵世四第

舟西 　世四十第暁恵世五第

第十五世　 西仙

第十六世　 南江
　　　　　　　（西仙の弟）

第十七世　（大成房）西旋
　　　　　　　　＊　（徹照）

第十八世　 西天

第十九世　 曇霖

第二十世　 西晋

第二一世　 西旋
　　　　　　（西晋の長男）

少将と不和に
より天然和尚
の什物を以て
添田に移り一
寺を拵える

神功皇后の古所山・熊襲征伐時、剛強の士を引率して来
たり属し、鎮圧の為熊畑に留まる。

大永3年（1523）8月下旬上洛、実如上人より本尊阿弥陀如
来の御影像に「興正寺殿門徒端坊ト筑前国賀摩郡隈畑村
西善」とあるを頂戴し下向。

　　　順斎

豊前国田川郡弓削田

　　　70年間法光寺に属する

天台の碩学者・蓮如上人の
弟子となる。九州に渡り法光
寺の開基となる。

寛永17年（1640）に七高僧及び聖徳太子・蓮如影像を願上
げるが、端坊と本末異論に及び懸留られ13年を送る。承応
元年（1652）冬、懸留られた影像を相渡下さる。

新田義貞の末葉・大隈鰺坂道思の四男。元禄10年（1697）
4月3日、御絵傳・寂如上人の御判、義貞公の金泥屏風
（牡丹及草花等）半隻（持参）。元禄15年（1702）鐘及鐘楼
建立。

寛延2年（1749）3月29日経蔵建立するも破損。天保9年
（1838）再建。

祖父諦空との縁により、錦小路殿の御位牌を預けられ、御
本尊（方便法身）一幅、五巴金紋入墨塗状箱下賜。猶子翠
網代輿金紋挟箱御免。

文政7年（1824）一代飛檐列座拝官、同9月26日付本如上
人より永代列座許。

肥前西法寺知法の弟、父は基養父郡野口村鶴田平兵衛
の三男。大蔵経（一切経）請け入れ、寺院増暉仕り。

　　　＊　本系図は「文化三年公儀江書上控　長教寺来由の事　並寄附簿」と「嘉麻郡熊畑村長教寺来由」より作成した。

　　　＊　「文化三年公儀江書上控　長教寺来由の事　並寄附簿」には「第十七世徹照」とある。

　　　　　　（寛永年中）

豪農、明応6 年（1497）に上洛。蓮如上人の勧化を蒙り、
真弟天然和尚に謁し入道。

蓮如上人真筆の六字名号を頂戴し下向、我家を道場とし
名号を安置。

慶長9年（1604）龍光院殿（黒田孝高）御他界の砌、国中惣
帰参の命により西派と成る。准如上人より十字名号を拝
領。

　　　寛文元年（1661）仙林寺の寺号御免

寛文12年（1672）より延宝元年（1673）に本堂建立、延宝7
年（1679）に祖師御影像並びに官職等申し請ける。

明治14年（1881）4月10日豊後国日田廣瀬の門に入り漢籍
を学ぶ。19年（1886）5月29日同塾にて卒去。

寛永7年（1630）3月上旬長教寺の寺号並び本尊木仏免許、
准如上人真筆御判申し請ける。
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（
さ
ぎ
や
ま　

と
も
ひ
で
：
人
間
文
化
研
究
所　

客
員
研
究
員
）

（
こ
ば
や
し　

と
も
み
：
ア
ジ
ア
文
化
学
科　

講
師
）

（
ひ
ぐ
ち　

す
み
：
タ
ク
ト
職
員
）

（
た
か
ま
つ　

あ
さ
み
：
太
宰
府
市
文
化
ふ
れ
あ
い
館
学
芸
員
）


